
 

PHASE プログラム 
異文化コミュニケーション オンライン交流プログラム 

令和 3 年度 募集要項 

目的：  
① アフリカと日本の文化的・社会的相違を理解し合うために必要な知識、スキル、態度を習得する 
② 単に英語力の向上を目的とするのではなく、ケニア側学生と交流しコミュニティを醸成する 

実施日時： 
 令和 4年 2 月 14日（月）、15日（火）、16日（水）、17日（木）、18日（金）、21日（月）、 

22日（火）、24 日（木）の 8日間、15:00 から 18:10まで（24日は 16:30 まで） 
実施方法： 

Zoomによるオンライン開講 
シラバス： 
 別添ファイル参照 
募集対象： 
 全学部、全研究科のすべての学生 
募集人数： 
 12 名（応募者多数の場合は、担当教員による選考にて決定） 
応募〆切： 
 令和 4年 1 月 17日（月） 
応 募 先： 
 各所属学務係まで「1. 氏名（フリガナ）、2. 学籍番号、3. 所属学部・専攻、4. 学年、5. メール
アドレス、6. TOEIC , IELTS , TOEFL iBT などのスコア」 

そ の 他： 
 (英語力 ) 必要な英語力：TOEIC 650+, IELTS 5.5+, TOEFL iBT 65+ 相当 

TA によるサポートがありますが、プログラムは全般をとおして英語で実施されます。 
また、グループワークでは、ケニア側の学生と英語でコミュニケーションをとる必要があります。 

 (修了後 ) TOEIC もしくは TOEFL iBT を受験しスコアシートのコピーを提出していただきま
す。受験料は PHASEプログラムから申し込んだ場合に限りプログラムが支弁します。申込方法
は別途お知らせします。 

 (単位付与) 部局により対応が異なります。所属の学務へお問合せください。 

PHASEプログラムとは・・・（ http://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/phase-program/ ） 
文科省の「大学の世界展開力強化事業」に採択された本学プログラム『プラネタリーヘルスの
実現に向けた日ア戦略的共同教育プログラム』。 
日本とアフリカの学生による、地球規模の課題解決を目指した、学術交流プログラムです。 
＜目的＞ 
地球の健康に関するアフリカとの機動的かつ戦略的大学間ネットワークを構築し、日本とア
フリカの架け橋となり、地球規模の課題解決に向けた協働活動を指導的な立場から展開でき
る人材の育成 

http://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/phase-program/

